
第２回 垂水市立学校の在り方検討委員会 

 

 

日 時：令和７年10月31日（金）午後２時～ 

場 所：垂水市市民館 大ホール       

 

 

会  次  第 

 

１ 開  会 

 

 

２ 教育長あいさつ 

 

 

３ 委員長あいさつ 

 

 

４ 議 題 

（1） 委員アンケート調査の実施について（協議） 

 

（2） 義務教育学校の現状、取組について（説明） 

 

（3） 保護者・児童アンケート調査の結果について（報告） 

 

（4） 様々な学校再編のイメージについて（説明） 

 

（5） その他 

 

 

５ 閉  会 

 

 

 

 

 

【次回】 

第３回垂水市立学校の在り方検討委員会 

日時：令和７年12月16日（火）午後２時～ 

場所：垂水市市民館 大ホール 
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委員区分 役　　職 氏　　名 備　　考

1 1号委員 新城小学校　校長 有村　重輝

2 1号委員 垂水小学校　校長 山下　裕司

3 1号委員 水之上小学校　校長 花里　弘克

4 1号委員 柊原小学校　校長 竹井　敏秀

5 1号委員 協和小学校　校長 弓指　修

6 1号委員 牛根小学校　校長 中山　克彦

7 1号委員 松ヶ崎小学校　校長 西　武久

8 2号委員 新城小学校　ＰＴＡ代表 隈元　竜馬 PTA会長

9 2号委員 垂水小学校　ＰＴＡ代表 迫田　和文 PTA会長

10 2号委員 水之上小学校　ＰＴＡ代表 堀之内　洋平 PTA会長

11 2号委員 柊原小学校　ＰＴＡ代表 中田　美春 PTA会長代理

12 2号委員 協和小学校　ＰＴＡ代表 石堂　浩之 学校運営協議会委員

13 2号委員 牛根小学校　ＰＴＡ代表 大坪　由香 PTA会長・市P連会長

14 2号委員 松ヶ崎小学校　ＰＴＡ代表 田村　心一 PTA会長

15 2号委員 境校区　保護者代表 新屋　泉紀 牛根小PTA副会長

16 2号委員 垂水中央中学校　ＰＴＡ代表 野間　洋昭 PTA会長

17 3号委員 新城地区代表 畦地　昭洋 公民館長

18 3号委員 垂水地区代表 倉岡　孝昌 公民館長

19 3号委員 水之上地区代表 瀬脇　幸一 公民館主事

20 3号委員 柊原地区代表 梶原　誠 公民館長

21 3号委員 協和地区代表 野嶋　正人 公民館長

22 3号委員 牛根地区代表 井上　辰己 公民館長

23 3号委員 松ヶ崎地区代表 久德　洋一 公民館長

24 3号委員 境地区代表 濵田　瑞穂 公民館長

25 3号委員 大野地区代表 松元　正美 公民館長

垂水市立学校の在り方検討委員会委員名簿
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委員区分 役　　職 氏　　名 備　　考

垂水市立学校の在り方検討委員会委員名簿

26 4号委員 新城こども園代表 友岡　晃文 園長

27 4号委員 さざなみ保育園代表 黒川　皓司 園長

28 4号委員 慈恩保育園代表 吉冨　和夫 園長

29 4号委員 カトリック垂水幼稚園代表 泉　光浩 園長

30 4号委員 認定水之上こども園代表 伊地知　光秀 園長

31 4号委員 江ノ島幼稚園代表 福里　由加 園長

32 5号委員 新城こども園　保護者代表 重吉　伸哉

33 5号委員 さざなみ保育園　保護者代表 宮迫　沙織

34 5号委員 慈恩保育園　保護者代表 松尾　祐輝

35 5号委員 カトリック垂水幼稚園　保護者代表 浦元　駿

36 5号委員 認定水之上こども園　保護者代表 上園　佳澄

37 5号委員 江ノ島幼稚園　保護者代表 森　正秋

38 6号委員 鹿児島大学　教授 寺床　勝也

39 6号委員 鹿児島大学　教授 山口　武志

40 6号委員 認定こども園南部幼稚園 隈﨑　和代

垂水中央中学校　校長 永田　真一

教育総務課長 小池　康之

学校教育課長 川﨑　史明

教育総務課庶務係長 駿河　博之

オブザーバー

事務局
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委員アンケート調査の実施について 

 

（1） 実施方法 

 下記質問事項でアンケート用紙に記入の上回答していただきます。 

 

（2） 回答期限 ････ 令和７年 11 月 14 日（金）までに投函してください。 

 

（3） 調査項目 

問

１ 

学校の再編が必要だと思いますか。（該当する方を〇で囲んでください。） 

①必要である。 ②必要ではない。 

回答理由をお書きください。 

 

 

 

 

 

問１で「②必要ではない。」と回答された方は、アンケート終了となります。 

問１で「①必要である。」と回答された方は、問 2・3 にお答えください。 

 

問

２ 

再編はどのような形態がよいと思いますか。（該当するものを〇で囲んでください。） 

① １校 

（義務教育学校等を含む） 
② ３校程度  ③ その他 

回答理由をお書きください。 

 

 

 

 

 
 

 

問

３ 

再編に向けて答申書に盛り込むべき意見や要望等があればお書きください。 
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＝義務教育学校の現状、取組について＝

令和７年10月31日（金）

垂水市立垂水中央中学校 校長 永田 真一

第２回 垂水市立学校の在り方検討委員会

薩摩川内市

ココ

藤川天神の臥龍梅藤川天神の臥龍梅
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藤川小学校 山田小学校

鳥丸小学校 南瀬小学校

平成２９年４月
５小学校がひとつに東郷学園義務教育学校開校までの経過

学校再編の協議開始は平成２２年からでした！

平成２９年３月 ４小学校 閉校 平成31年４⽉
東郷学園義務教育学校開校︕

東郷小学校 東郷中学校

修業年限 ９年
（前期課程６年 ＋ 後期課程３年）

組織・運営 ⼀⼈の校⻑、⼀つの教職員組織

教員免許 原則小学校・中学校の両免許状を所有

カリキュラム ・９年間の教育目標の設定
・９年間の系統性に配慮がなされている教育課
程の編成

施設形態 ⼀体型 分離型 隣接型
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義務教育学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年

１～４ステージ

５～７ステージ

８・９ステージ

小・中学校段階の教員が目指す子供像を
共有し、９年間を通じた教育課程を編成し、
系統的な教育を目指す

小中一貫教育

令和５年度 東郷学園義務教育学校の概要

３ 教職員数（人）※常勤

２ 学級数（学級）

【学校教育目標】

ふるさとを愛し 自ら学び 心豊かにたくましく 夢実現に挑む 児童生徒の育成

１ 児童生徒数（人）※特支（ ）で再掲

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 計
38(2) 44(4) 47(2) 51(6) 37(2) 39(5) 57(3) 54(4) 47(1) 414(29)

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 特別支援学級 計
2 2 2 2 1 1 2 2 2 7 23

校⻑ 教頭 教諭等 養護教諭 事務職員 県費計 市費計 合計
1 2 33 2 2 40 7 47

57(3) 55(4) 47(1)39(5)37(2)51(6)47(2)44(4)38(2) 415(29)
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時間割の工夫

前
期
課
程

後
期
課
程

職員研修の一コマ

前期課程教員と後期課程教員が一緒になった取組を展開

前 前
前

前
前

後

後 後
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教科経営案の一部（例：社会科）

ふれあいタイム（全学年）

読み聞かせ

ゲーム

教科学習

行事等の記録
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体育大会（全学年）

６年生７年生

6年生
9年生 9年生

6年生

行事等の記録

交流活動（５〜７年）

行事等の記録

藤川地区

南瀬地区

山田地区 鳥丸地区

斧渕地区
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交流遠足（全学年）
行事等の記録

交流給食（全学年）
Ｒ２〜４はコロナ感染拡⼤防⽌のため中⽌

原子力防災引き渡し訓練（全学年）

引き渡しの出来なかった児童生徒

行事等の記録
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前期課程修了を祝う会（６年） 卒業式（９年）

１年生☛入学式、９年生☛卒業式という流れ。
６年生の卒業式・７年生の入学式は実施しない。

行事等の記録

東郷はひとつ

～地域ぐるみで～

山田 南瀬

斧渕

鳥丸

藤川
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東郷学園 コミュニティ・スクールの組織図

薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会

東
郷
学
園
義
務
教
育
学
校

学
習
支
援
部
会

地
域
連
携
部
会

環
境
整
備
部
会

会長

副会長

委員の
任命

意見

説明

承認
意見

義務教育学校特有のよさ
＜児童生徒＞
１ 前期児童と後期生が一緒に登校するので、特に前期生児童にとって登校時の安心
感がある。

２ 後期生が、前期生に優しく接したり、手本になる行動に努めたりしており、自己
有用感が醸成されている。

３ 前期・後期の合同行事を子供たちは楽しみにしている。

＜教職員＞
１ 児童生徒の９年間を通した情報共有を迅速且つ様々な機会で行うことができる。
２ 発達の段階に応じた指導や前期課程、後期課程の特色を相互に学ぶことができ
る。

３ 前期課程の職員も、進路指導、校内推薦委員会、入試の結果報告などに直接関わ
るので、前期課程６年間の大切さを再認識できる。

＜保護者＞
１ ＰＴＡ行事が前期課程・後期課程で一体的に行われていることは、保護者からは
好評の声が多い。

２ 後期課程に進級する際、学校生活のルールに連続性があるので安心である。
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垂水市立学校の在り方に関するアンケート結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１０月 

 

垂水市立学校の在り方検討委員会 
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児童アンケート調査結果報告 

 

 

１ 調査対象 

垂水市内に居住する児童 ４４９人 

 

 

 

２ 実施方法 

 インターネットによるＷＥＢ上の入力フォームに入力する方法 

 

 

 

３ 実施期間 

 令和７年９月３日（水）から同月１２日（金）まで 

 

 

 

４ アンケート結果 

 Q 1．お住いの小学校区はどこですか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

 

 

 Q 2．学年を教えてください。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

 

 

 Q 3．小学校の１学年の１クラスあたりの人数は、何人ぐらいがよいと思いますか。・・・・・・１６ 

 

     その理由を教えてください。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 
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【児童アンケート調査】　　

【問１】お住まいの小学校区はどこですか。

割合 割合

新城小学校区 18 4.0% 17 4.1% 94.4%

柊原小学校区 34 7.6% 32 7.6% 94.1%

水之上小学校区 46 10.2% 42 10.0% 91.3%

垂水小学校区 305 67.9% 284 67.8% 93.1%

協和小学校区 26 5.8% 26 6.2% 100.0%

松ヶ崎小学校区 8 1.8% 8 1.9% 100.0%

牛根小学校区 12 2.7% 10 2.4% 83.3%

合　計 449 100% 419 100% 93.3%

小学校区 児童数 回答数 回答率

17

32

42

284

26

8

10

0 50 100 150 200 250 300

新城小学校区

柊原小学校区

水之上小学校区

垂水小学校区

協和小学校区

松ヶ崎小学校区

牛根小学校区
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【児童アンケート調査】

【問２】学年を教えてください。

【市全体】

小学１年生 57

小学２年生 61

小学３年生 77

小学４年生 63

小学５年生 79

小学６年生 82

合　計 419

【小学校区別】

小学１年生 57 2 39 5 5 4 1 1

小学２年生 61 4 41 5 6 2 2 1

小学３年生 77 3 54 8 4 5 1 2

小学４年生 63 1 43 5 8 3 1 2

小学５年生 79 2 56 10 4 4 3 0

小学６年生 82 5 51 9 5 8 2 2

合　計 419 17 284 42 32 26 10 8

合　計

学年 回答数

松ヶ崎

小学校区学年　　
校区 新城

小学校区

垂水

小学校区

水之上

小学校区
全体

柊原

小学校区

協和

小学校区

牛根

小学校区

57

61

77

63

79

82

0 20 40 60 80 100

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

2

4

3

1

2

5

39

41

54

43

56

51

5

5

8

5

10

9

5

6

4

8

4

5

4

2

5

3

4

8

1

2

1

1

3

2

1

1

2

2

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

新城

小学校区

垂水

小学校区

水之上

小学校区

柊原

小学校区

協和

小学校区

牛根

小学校区

松ヶ崎

小学校区
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【児童アンケート調査】

【市全体】

割合

10人未満 40 9.5%

10人以上20人未満 158 37.7%

20人以上35人以内 221 52.7%

合　計 419 100%

割合 割合 割合 割合

10人未満 40 9.5% 7 41.2% 7 2.5% 10 23.8%

10人以上20人未満 158 37.7% 7 41.2% 92 32.4% 24 57.1%

20人以上35人以内 221 52.7% 3 17.6% 185 65.1% 8 19.0%

合　計 419 100.0% 17 100% 284 100% 42 100%

割合 割合 割合 割合

10人未満 5 15.6% 5 19.2% 1 10.0% 5 62.5%

10人以上20人未満 18 56.3% 11 42.3% 4 40.0% 2 25.0%

20人以上35人以内 9 28.1% 10 38.5% 5 50.0% 1 12.5%

合　計 32 100% 26 100% 10 100% 8 100%

【問３】小学校の１学年の１クラスあたりの人数は、何人ぐらいが良いと思いますか。

区分 回答数

牛根

小学校区

松ヶ崎

小学校区区分　　
校区 柊原

小学校区

協和

小学校区

区分　　
校区

全体
新城

小学校区

垂水

小学校区

水之上

小学校区

【小学校区別】

41.2%

2.5%

23.8%

15.6%

19.2%

10.0%

62.5%

41.2%

32.4%

57.1%

56.3%

42.3%

40.0%

25.0%

17.6%

65.1%

19.0%

28.1%

38.5%

50.0%

12.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

新城

小学校区

垂水

小学校区

水之上

小学校区

柊原

小学校区

協和

小学校区

牛根

小学校区

松ヶ崎

小学校区

10人未満 10人以上20人未満 20人以上35人以内

10人未満

9.5%

10人以上20人未満

37.7%

20人以上35人以内,

52.7%
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【児童アンケート調査】

【問４】３で答えた理由を教えてください。

内　容 意見数

1 少ない方が静かで落ち着くから。勉強に集中できる。 17

2 ケンカが少ないから。 4

3 人数が少ないと話す機会が増えるから。仲よくできる。 6

4 先生に教えてもらえるから。先生が教えやすいから。 3

5 多すぎても嫌だし少なすぎても嫌 1

6 たくさんいると順番が長くなりそうだから 1

7 集合が遅くなりそうだから 1

8 ご飯のおかわりができる 1

9 田舎だから 1

1 少なすぎてもよくないから。丁度いいから。 60

2 友達が増えるから。楽しそう。 38

3 授業に集中できる。いろいろな意見が聞けるから。 23

4 多すぎると先生が教えるのが大変だから。 5

5 クラス替えもしなくていい。 1

6 多すぎると名前が覚えにくいから 1

7 ずっと一緒の友達といた方がいいとおもった。 1

1 友達がたくさん作れると思ったから。にぎやかで楽しくなる。 159

2 今の環境が好きだから。丁度いいと思ったから。 17

3 多くの意見が聞ける。分からないところを教えてもらえる。 7

区　分

10人未満

20人以上35人以下

10人以上20人未満
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保護者アンケート調査結果報告 

 

１ 調査対象 

市内全小学校・幼稚園・保育園・認定こども園の保護者（市内在住の方）  ５０５世帯 

 

 

２ 実施方法 

 インターネットによるＷＥＢ上の入力フォームに入力する方法 

 

 

３ 実施期間 

 令和７年９月３日（水）から同月１２日（金）まで 

 

 

４ アンケート結果 

 Q 1．お住いの小学校区はどこですか。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 

 Q 2．お子様の年齢・学年について ※複数選択可・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

 

 Q 3．小学校の１学年の１クラスあたりの児童数は、何人ぐらいが良いと思いますか。・・・・２１ 

 

 Q 4．今後の児童数の推移をご覧になって、お子様が通学しているまたは、これから 

通学する小学校についてどのように思われますか。考えに近いものを１つ選んで 

ください。（統合は、垂水中央中学校と同じようにスクールバスが運行されることを 

前提とします。） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

 

    その理由を教えてください。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３～ 

 

 Q 5．これからも、お子様が地域との繋がりを大切にしたい、地域行事や取組等があれば 

お書きください。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０～ 

 

 Q 6．学校の在り方を検討する上で、必要と思われることやご意見などがあれば 

お書きください。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４～ 
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【保護者アンケート調査】

【問１】お住いの小学校区はどこですか。

割合 割合
新城小学校区 22 4.4% 15 4.4% 68.2%

柊原小学校区 34 6.7% 25 7.4% 73.5%

水之上小学校区 50 9.9% 45 13.3% 90.0%

垂水小学校区 346 68.5% 211 62.2% 61.0%

協和小学校区 28 5.5% 24 7.1% 85.7%

松ヶ崎小学校区 7 1.4% 5 1.5% 71.4%

牛根小学校区 9 1.8% 6 1.8% 66.7%

境小学校区 9 1.8% 8 2.4% 88.9%

合 計 505 100% 339 100% 67.1%

小学校区 対象世帯数 回答数 回答率

15

25

45

211

24

5

6

8

0 50 100 150 200 250

新城小学校区

柊原小学校区

水之上小学校区

垂水小学校区

協和小学校区

松ヶ崎小学校区

牛根小学校区

境小学校区
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【保護者アンケート調査】

【問２】お子様の年齢・学年について

【市全体】

０歳 16
１歳 20
２歳 23
３歳 37
４歳 37
５歳 46
６歳 34

小学１年生 52
小学２年生 51
小学３年生 69
小学４年生 54
小学５年生 63
小学６年生 65

合 計 567

【小学校区別】

学年 
校区 全体

新城
小学校区

垂水
小学校区

水之上
小学校区

柊原
小学校区

協和
小学校区

牛根
小学校区

松ヶ崎
小学校区

境
小学校区

０歳 16 1 11 2 2 0 0 0 0
１歳 20 3 9 4 0 3 0 0 1
２歳 23 1 15 5 2 0 0 0 0
３歳 37 5 21 2 2 6 0 0 1
４歳 37 0 24 7 2 3 0 0 1
５歳 46 1 31 7 3 4 0 0 0
６歳 34 2 28 2 1 1 0 0 0

小学１年生 52 4 30 5 7 3 1 1 1
小学２年生 51 1 38 4 4 1 1 1 1
小学３年生 69 4 47 6 3 6 1 1 1
小学４年生 54 1 35 5 9 1 1 2 0
小学５年生 63 2 36 13 5 3 2 0 2
小学６年生 65 2 37 9 6 6 1 1 3

合 計 567 27 362 71 46 37 7 6 11

年齢・学年 回答数

1

3

1

5

1

2

4

1

4

1

2

2

11

9

15

21

24

31

28

30

38

47

35

36

37

2

4

5

2

7

7

2

5

4

6

5

13

9

2

2

2

2

3

1

7

4

3

9

5

6

3

6

3

4

1

3

1

6

1

3

6

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

2

3

0 10 20 30 40 50 60 70

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

新城
小学校区

垂水
小学校区

水之上
小学校区

柊原
小学校区

協和
小学校区

牛根
小学校区

松ヶ崎
小学校区

境
小学校区

16

20

23

37

37

46

34

52

51

69

54

63

65

0 10 20 30 40 50 60 70 80

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

アンケートの回答については、１家庭
１回答でお願いしています。

-21-



【保護者アンケート調査】

【市全体】

割合

10人未満 29 8.6%

10人以上20人未満 157 46.3%

20人以上35人以内 153 45.1%

合 計 339 100%

【小学校区別】

割合 割合 割合 割合

10人未満 29 8.6% 5 33.3% 1 0.5% 9 20.0%

10人以上20人未満 157 46.3% 7 46.7% 79 37.4% 32 71.1%

20人以上35人以内 153 45.1% 3 20.0% 131 62.1% 4 8.9%

合 計 339 100% 15 100% 211 100% 45 100%

割合 割合 割合 割合 割合

10人未満 5 20.0% 6 25.0% 1 16.7% 1 20.0% 1 12.5%

10人以上20人未満 16 64.0% 12 50.0% 5 83.3% 3 60.0% 3 37.5%

20人以上35人以内 4 16.0% 6 25.0% 0 0.0% 1 20.0% 4 50.0%

合 計 25 100% 24 100% 6 100% 5 100% 8 100%

回答数区分

【問３】小学校の１学年の１クラスあたりの人数は、何人ぐらいが良いと思いますか。

区分 校区 全体

境
小学校区

新城
小学校区

垂水
小学校区

水之上
小学校区

学年 校区 柊原
小学校区

協和
小学校区

牛根
小学校区

松ヶ崎
小学校区

33.3%

0.5%

20.0%

20.0%

25.0%

16.7%

20.0%

12.5%

46.7%

37.4%

71.1%

64.0%

50.0%

83.3%

60.0%

37.5%

20.0%

62.1%

8.9%

16.0%

25.0%

20.0%

50.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

新城
小学校区

垂水
小学校区

水之上
小学校区

柊原
小学校区

協和
小学校区

牛根
小学校区

松ヶ崎
小学校区

境
小学校区

10人未満 10人以上20人未満 20人以上35人以内

10人未満
8.6%

10人以上20人未満
46.3%

20人以上35人以内,

45.1%
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【保護者アンケート調査】

【市全体】

割合

統合しない方がよい 31 9.1%

１校に統合する方がよい
（小中一貫校（注１：義務
教育学校等）も含む）

155 45.7%

３校程度 95 28.0%

分からない 55 16.2%

その他 3 0.9%

合 計 339 100%

【小学校区別】

割合 割合 割合 割合
統合しない方がよい 31 9.1% 3 20.0% 17 8.1% 6 13.3%

１校に統合する方がよい 155 45.7% 5 33.3% 97 46.0% 15 33.3%

３校程度 95 28.0% 5 33.3% 53 25.1% 16 35.6%

分からない 55 16.2% 2 13.3% 42 19.9% 7 15.6%

その他 3 0.9% 0 0.0% 2 0.9% 1 2.2%

合 計 339 100% 15 100% 211 100% 45 100%

割合 割合 割合 割合 割合
統合しない方がよい 1 4.0% 2 8.3% 0 0.0% 0 0.0% 2 25.0%

１校に統合する方がよい 14 56.0% 13 54.2% 4 66.7% 2 40.0% 5 62.5%

３校程度 9 36.0% 7 29.2% 2 33.3% 2 40.0% 1 12.5%

分からない 1 4.0% 2 8.3% 0 0.0% 1 20.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合 計 25 100% 24 100% 6 100% 5 100% 8 100%

【問４】今後の児童数の推移をご覧になって、お子様が通学しているまたは、
これから通学する小学校についてどのように思われますか。考えに近いものを１つ選んでください。
（統合は、垂水中央中学校と同じようにスクールバスが運行されることを前提とします。）

区分 回答数

境
小学校区

区分  校区 全体
新城

小学校区
垂水

小学校区
水之上

小学校区

区分  校区 柊原
小学校区

協和
小学校区

牛根
小学校区

松ヶ崎
小学校区

20.0%

8.1%

13.3%

4.0%

8.3%

25.0%

33.3%

46.0%

33.3%

56.0%

54.2%

66.7%

40.0%

62.5%

33.3%

25.1%

35.6%

36.0%

29.2%

33.3%

40.0%

12.5%

13.3%

19.9%

15.6%

4.0%

8.3%

20.0%

0.9%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

新城
小学校区

垂水
小学校区

水之上
小学校区

柊原
小学校区

協和
小学校区

牛根
小学校区

松ヶ崎
小学校区

境
小学校区

統合しない方がよい １校に統合する方がよい… ３校程度 分からない その他

統合しない方がよ
い, 

9.1%

１校に統一する方がよい, 

45.7%

３校程度, 28.0%

分からない, 16.2%

その他, 0.9%
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◎ 学校の在り方を検討する上で、必要と思われることや 

意見などの主なもの 

 

 

○ 地域の声も大事だが、子供や保護者の声を第一に考えてほしい。 

○ バス通学の負担も含めた通学手段の検討が必要である。  

○ 施設・設備の充実が必要である（新校舎やトイレ含む）。  

○ 安全・安心や子供の心のケアを第一に考えてほしい。  

○ 居場所確保を含めた不登校児童生徒の対応が必要だ。  

○ いじめ対策をしっかり行ってほしい。  

○ 学力向上に努めてほしい。  

○ 縮小を含めたＰＴＡ活動の再検討が必要だ。  

○ １クラスの児童数をあまり多くしない方がよい。  

○ 教職員や地域の見守りがあると安心だ。  

○ 他の学校にはない新しい取組が必要である。  

○ 早急に結論を出してほしい。  

○ 教育委員会の考えを明示してほしい。  

○ 支援が必要な子供への対応を充実してほしい。  

○ 学童の運営を考えてほしい。  

○ 小学校で、他校との交流を深めてほしい。  

○ 統合しない方がよい。  

○ ほどよい人数で切磋琢磨してほしい。  

○ 小学校から統合した方が中学校生活はスムーズに行く。  

○ 制服など、保護者負担を考慮してほしい。  

○ 校区の運動会は残してほしい。  

○ 小中一貫校を実現してほしい。  

○ いろいろな立場の意見を取り入れてほしい。  

○ 幼保・小連携を深めてほしい。  

○ 検討委員会の立場を明確にしてほしい。  
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令
和
６
年
度

学
校
運
営
協
議
会

令
和
６
年

1

第
２
回

垂
水
市
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

令
和
７
年
1
0
月
31
日

(
1
)
 
再
編
を
し
な
い

【
課
題
】

●
多
く
の
学
校
が
，
こ
れ
ま
で
以
上
に

極
小
規
模
校
と
な
る

●
同
学
年
が
1
～
2
人
の
学
校
が
増
え
る

●
教
職
員
の
定
数
も
減
る
こ
と
で
，
学

校
運
営
が
難
し
く
な
る

●
垂
水
小
の
1
～
4
年
生
は
、
１
学
級
と

な
り
、
学
級
編
制
が
で
き
な
く
な
る

【
よ
さ
】

○
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
が
し
や
す
い

○
自
宅
か
ら
の
登
校
距
離
が
比
較
的
近
い

様
々
な
学
校
再
編
の
イ
メ
ー
ジ

Ｒ
１
３

1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

6
年

全
校

学
級

新
城

2
2

3
1

2
2
1
2

3

垂
水

2
3
2
4
2
9
3
3
3
9
4
9
1
9
7
8

水
之
上

4
4

4
3

7
6
2
8

3

柊
原

2
2

3
1

3
1
1
2

3

協
和

3
1

3
4

4
1
1
6

3

牛
根

1
0

0
0

1
0

2
2

松
ヶ
崎

0
1

0
0

0
0

1
1

境
0
1

1
0

1
0

3
2
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令
和
６
年
度

学
校
運
営
協
議
会

令
和
６
年

2

第
２
回

垂
水
市
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

令
和
７
年
1
0
月
31
日

(
2
)
 
旧
行
政
区
で
３
校
に
再
編

【
Ｒ
1
3
の
学
校
規
模
】

全
校
児
童
2
4
人
程
度

通
常
学
級
３
学
級
(
完
全
複
式
)

【
課
題
】

●
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
コ
ー
ス
が
異
な
る
た
め
、
小
学
生
の
み
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

●
各
地
区
の
学
校
の
場
所
を
ど
こ
に
す
る
か
。

○
南
部
地
区
(
新
城
・
柊
原
)

○
北
部
地
区
(
牛
根
・
松
ケ
崎
・
境
)

【
Ｒ
1
3
の
学
校
規
模
】

全
校
児
童
6
人
程
度

通
常
学
級
２
学
級
(
飛
び
複
式
)

教
頭
･
養
教
･事
務
は
未
配
置
予
想

○
中
央
(
垂
水
･水
之
上
･協
和
)

【
Ｒ
1
3
の
学
校
規
模
】

全
校
児
童
2
4
1
人
程
度

通
常
学
級
1
0
学
級
(
3
年
以
上
2
学
級
)

R
1
3

1 年
2 年

3 年
4 年

5 年
6 年

全 校
学 級

新
城

2
2
3
1
2
2
1
2
3

柊
原

2
2
3
1
3
1
1
2
3

計
4
4
6
2
5
3
2
4
3

R
1
3

1
年

2 年
3 年

4 年
5 年

6 年
全
校

学 級

垂
水

2
3
2
4
2
9
3
3
3
9
4
9
1
9
7

8

水
之
上

4
4

4
3

7
6

2
8

3

協
和

3
1

3
4

4
1

1
6

3

計
3
0
2
9
3
6
4
0
5
0
5
6
2
4
1
1
0

R
1
3

1 年
2 年

3 年
4 年

5 年
6 年

全 校
学 級

牛
根

1
0

0
0

1
0

2
2

松
ヶ
崎

0
1

0
0

0
0

1
1

境
0

1
1

0
1

0
3

2

計
1

2
1

0
2

0
6

2
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令
和
６
年
度

学
校
運
営
協
議
会

令
和
６
年

3

第
２
回

垂
水
市
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

令
和
７
年
1
0
月
31
日

(
3
)
１
校
に
再
編

【
令
和
1
3
年
度
の
学
校
規
模
】

全
校
児
童
2
7
1
人
程
度

通
常
学
級
各
学
年
２
学
級
の
1
2
学
級

教
科
担
任
制
(
専
科
有
)
･･
･理
・
音
・
算
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
金
管
バ
ン
ド

等

【
課
題
】

●
学
校
ま
で
の
距
離
が
遠
く
な
る
家
庭

●
大
き
な
集
団
に
な
じ
め
な
い
児
童

→
北
･
中
･
南
部
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

Ｒ
１
３

1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

6
年

全
校

学 級

新
城

2
2

3
1

2
2

1
2

3

垂
水

2
3
2
4
2
9
3
3
3
9
4
9
1
9
7
8

水
之
上

4
4

4
3

7
6

2
8

3

柊
原

2
2

3
1

3
1

1
2

3

協
和

3
1

3
4

4
1

1
6

3

牛
根

1
0

0
0

1
0

2
2

松
ヶ
崎

0
1

0
0

0
0

1
1

境
0

1
1

0
1

0
3

2

計
3
5
3
5
4
3
4
2
5
7
5
9
2
7
1
1
2
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令
和
６
年
度

学
校
運
営
協
議
会

令
和
６
年

4

第
２
回

垂
水
市
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

令
和
７
年
1
0
月
31
日

(
4
)
 
小
中
の
義
務
教
育
学
校

R
1
3
1
年
2
年

3
年

4
年

5
年

6
年

7
年

8
年

9
年

人
数

3
5
3
5

4
3

4
2

5
7

5
9

6
1

6
6

8
2

学
級

２
2

２
２

2
2

2
2

3

【
令
和
1
3
年
度
ベ
ー
ス
の
学
校
規
模
】

【
課
題
】

●
学
校
の
場
所
・
施
設
に
つ
い
て
要
検
討

●
遠
距
離
通
学
と
な
る
地
域

【
よ
さ
】

○
学
級
編
制
を
行
い
な
が
ら
，
９
年
間
環
境
が
変
わ
ら
な
い
た

め
，
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
が
起
こ
り
に
く
い

○
中
学
校
教
員
の
乗
り
入
れ
授
業
が
で
き
、
小
学
校
高
学
年
か

ら
の
教
科
担
任
制
を
し
や
す
い
(
算
･理
･英
･音

･図
･体
な
ど
）

○
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
併
設

前
期
課
程

中
期
課
程

後
期
課
程
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垂水市立学校の在り方検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 垂水市立小学校及び中学校（以下「学校」という。）の運営に関し必要な事

項を調査及び審議するため、垂水市立学校の在り方検討委員会（以下「検討委員会」

という。）を設置する。 

 （所掌事項） 

第２条 検討委員会は、次に掲げる事項について調査及び審議を行う。 

（１） 少子化傾向にある中での学校の在り方に関すること。 

（２） 学校の施設整備に関すること。 

（３） 前２号に掲げるもののほか、必要な事項 

 （組織） 

第３条 検討委員会は、委員40人以内をもって組織し、委員は、次に掲げる者のうち

から教育委員会が委嘱する。 

（１） 学校代表 

（２） 学校ＰＴＡ代表 

（３） 各地区代表 

（４） 幼稚園・保育所・認定こども園の代表 

（５） 幼稚園・保育所・認定こども園の保護者代表 

（６） その他教育委員会が必要と認める者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、第２条に規定する所掌事項に関する一連の事務が終了するま

でとする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 検討委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、検討委員会の事務を総理し、会議の議長となる。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 検討委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集する。 

２ 委員が必要と認めるときは、委員長に対し、会議の招集を請求することができる。 

３ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。 

４ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 
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５ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を

聴くことができる。 

 （庶務） 

第７条 検討委員会の庶務は、教育総務課において処理する。 

 （委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、教育

委員会が別に定める。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 
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